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個を生かし，自ら学ぶ力を育てる学習指導

（実践研究）

平成9年4月

徳島県中学校教育研究会数学部会

ー



が きま え

徳島県中学校教育研究会数学部会会員の先生方におかれましては，新しい学力観に基づく数学教

育の実践に日々取り組まれ， また，本部会の発展のためにご尽力をいただき，重ねて厚く感謝を

申しあげます。

さて，本部会の研究委員会では，平成8年度の研究テーマとして『たくましく心豊かな生徒を育

てる数学教育』のもとに， 「個を生かし， 自ら学ぶ力を育てる学習指導」を取り上げて，その実践

研究を進めてまいりました。

その具体的研究内容として，

1 ティーム・ティーチングの指導と課題学習の二つの分野についての実践研究

2 コンピュータ活用の推進

を掲げました。特に， コンピュータ活用については，平成8～9年度の2か年間で，本部会が徳島

県教育委員会の研究委託を受けております。数学科の学習指導におけるコンピュータ利用の在り

方の実践研究をすることで，研究委員の先生の中から担当を決めて初年度は取りかかりました。そ

の骨子は，①コンピュータを学習支援の道具として利用し，生徒の理解を援助するソフトウェア

を中心とした調査研究②コンピュータを利用した授業実践と学習指導の工夫・改善③数学科の

指導をとおして生徒の情報活用能力育成の方策④教職員のコンピュータ活用に関する資質の向上

等としました。

本部会では，平成2年度より「課題学習」を中心に多々取り組んでまいりましたが，以上のよう

に数学科と「ティーム・ティーチング」「コンピュータ教育」等とも強くかかわっていかなければ

ならないと思っております。21世紀を展望するとき，ゆとりの中で『生きる力』の育成が重要で

あると提言されました。まさに，数学科の教師の力量も問われる時代であるのではないでしょうか。

最後にあたり，本書の編集にご尽力くださいました研究委員長・研究委員・事務局の先生方に厚

くお礼を申しあげて，発刊のことばといたします。

平成9年4月

徳島県中学校教育研究会数学部会

会長荒井敏孝
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ティーム・ティーチングによる指導のねらいと改善

今日の数学教育の学習指導における課題は，学習進度の遅れがちな生徒を含め，すべての生徒に

その能力・適性に応じた指導である。その手だてとして,T・Tによる学習指導の実践がなぜ必要

とされるのか簡単に述べてみたい。

一斉指導は，生徒の多様な能力や適性に応じた指導を行うには， この指導方法だけでは十分であ

るとはいえない。学習進度の異なる生徒の指導に当たって一人の教師では十分に対応しきれてい

ないのが現状である。

教師問の授業場面における協力を直接的協力，授業の指導案の作成や教材研究･教具の作成等を

間接的協力と区別することにしよう。本来，両者は密接に関連しながらすすめられるべきである

が，実際の教育現場においては，生徒指導や事務処理の多忙さもあって，必ずしもそうではない

現状がある。従来の授業形態における教師間の協力が，間接的協力にとどまり，授業場面におけ

る直接的協力にまであまり関心がもたれてはいなかった。

しかしながら，特に数学のように一人一人の生徒の習熟度にかなりの隔たりが見られる教材につ

いては，個に応じた学習指導ができやすい環境づくりが早急に求められるように思われる。

ここ一年間T・Tによる指導を実施してきたわけであるが，十分な教材研究もできず，生徒たち

の学力・学習意欲を伸ばすことができなかった反省として，気がついた点を挙げたい。

・二人の教師の指導する範囲をはっきりと分担することは効果的ではあるが，その場合でも二

人の教師が指導の全体の流れをつかみ，互いの協力によって実際の生きた授業を組み立ててい

く配慮が必要である。

・一人の一斉指導では難しかった学習の動機づけの工夫をし，説明の工夫や個別指導，生徒の

自信につながる励ましを二人の教師とも精力的に取り組む努力が必要である。

・各授業における目標を二人の教師の事前の教材研究で明確にし，その目標達成に向けての授

業の流れを段階的に組み立てておく準備が必要である。

・従来の一斉指導の時の固定観念や授業観にとらわれず，新しい授業を創造していく柔軟な姿

勢が教師に求められている。

・習熟度別コース学習は，生徒にとって非常に意欲的に取り組むことのできるものであるが，

そのコースの分け方，進度との兼ね合わせなど課題も多い。今後， これらのことを一つ一つ解

決しながら前向きに取り組みたい。

今後T.Tによる指導方法の研究が次々となされ， この授業形態が多くの学校で定着されること

を願うばかりである。我々が今後のT・Tによる指導の研究として,T・Tによる数学指導を実践

される先生方のよき資料にして頂ければ幸いである。

－2－



コンピュータによる一次関数のグラフ

1 実践の方法

本校の生徒は温厚で明るい反面，自主性や積極性にやや欠けるところがある。そのことは授業

でもみられ，真面目に授業を受けられるが，授業中の発表や質問は少なく，授業自体今一つ盛

り上がりにくい。特に，数学のような基礎学力差の大きい教科では， そういう面が一層多く見

られ， クラスの中には単元によっては授業内容を十分理解できない生徒もおり，教師一人によ

る一斉指導では十分対応できない。そこで， この状態に対する対策として，数学の授業でティー

ム・ティーチング（以下T・Tという）を導入することにした。ただ，本校の数学担当教師にと

って,T・Tに関わることは初めてのことだったので，手探りの状態からのスタートとなったが，

導入するにあたってそのねらいを，次のように決めた。

<T・T実施のねらい＞

①個々の生徒のつまずきや疑問に対して，早期に発見し， きめ細かな指導をする。

②基礎学力をつける。

③学習意欲を育てる。

④複数の教師によって，生徒の実態を的確に把握する。

⑤個々の生徒に応じた指導方法の工夫・改善に取り組む。

この中で特に，⑤「個々の生徒に応じた指導方法の工夫・改善に取り組む」ことに重点を置い

た。これは，本校の数学担当教師によって, T・Tに関わることは初めてということもあるが，

①～④のために絶えず指導方法や学習形態の工夫・改善が必要だと考えたからである。

＜実践の組織・時間＞

－3－

学年 時間数 教 師 の 教 科

1 年 週1時間 A組（数．技), B組（数．技), C組（数．理),D組（数．理）

2 年 週2時間 A組（数・数), B組（数・数), C組（数．理),D組（数．理）

3 年 週2時間 A組（数・数), B組（数．理), C組（数・数),D組（数．理）



2授業のねらい

関数や図形の領域では，視覚的にとらえることが重要になってくる。これにコンピュータを使

った学習が有効であると考えられるわけであるが， コンピュータを使った場合，生徒が大変興

味を持って学習できるという利点もあり, T・Tの授業で実践することを4月当初から考えてき

た。T・Tでコンピュータ学習をする利点は，次の3点である。

①コンピュータの操作の仕方の指導で終始しがちな授業をT・Tによって，数学的な内容の指

導に重点を置くことができる。

②コンピュータ学習が不振な理由に，教師がコンピュータを使えない，敬遠することがあるが，

T・Tによって，教師自身が互いに勉強していくきっかけにできる。

③生徒が興味を持って学習に取り組みやすく，後の学習の興味づけをすることができる。

また，後に書くように，一次関数のグラフをかいたり，その式を求めたりすることは普段の授

業では無理にコンピュータを使わないし，無意味なように思われる。しかし，一次関数が分か

らなかったり，できなかったりして毛嫌いする生徒が多く，その原因が関数の意味や，グラフ，

直線の式を求めるといった基礎的な内容にあることも否めない。そこで上記のコンピュータ学

習の利点を活かし， それらの基礎的な内容を興味を持って取り組ませたいと思った。

4月当初，ティーム・ティーチングに関するアンケートを行ったところ， コンピュータ学習を

したいという回答が過半数を超えて得られた。コンピュータ学習については，市販の教育ソフ

トを使ったものが多いが，適当に押しても答えが出せたり，できた生徒に対して課題が与えら

れにくいというたことから，今回は図形作成用のソフトを使うことにした。

ティーム・ティーチングについては，主教師が作業全般，副教師が数学的内容を担当するよう

ある程度役割を分けるやり方にした。そうすることによって，指導内容の重複， その微妙な違

いなどによって生徒が混乱する事を避けた。

生徒がやりたいと思っている学習方法なので，その興味を素直に受けとめ，授業に活かせれば

と考えている。

3指導計画

（1）一次関数…．．…………………………………．．……………･………………2時間

（2）一次関数のグラフ･…………………………………………………………4時間

（3）一次関数の式を求めること…………･………………･……．．……………3時間（本時1／3）

（4） 一・次関数を使って………………………………･…･……………･…･……4時間

（5） 問 題･………･…………･……･…………………………………………･1時間

（6）二元-一次方程式とグラフ……………………･……………………………3時間

（7）連立方程式とグラフ．．……………･………･………………………………1時間

（8） 問 題……………･……･…………･………･………･……………………1時間

－4－



開4展

－5－

学 習 内 容

指導上 の留意点

T 1 の活動 T 2 の活動

1前時の復習をする。

2 コンピュータ寮使ってグラ

フをかく ◎

3 いくつかのグラフとそれに

平行になるグラフをかいて傾

きとの関係を明らかにする。

4 いくつかのグラフとそれに

垂直になるグラフをかいて傾

きとの関係を明らかにする 。

5本時の結果を各自で印刷さ

せる。 （カラー印刷）

2つのグラフが平行な位置関

係にあるとき，その傾きは等

しい ◎

2つのグラフが垂直な位置関

係にあるとき，その傾きの積

が－1になる

＜全体指導＞

･一次関数のグラフのかき方

を復習させる。

・コンピュータの使い方を指

導する。

･平行移動の操作の仕方を指

導する。

･平行移動する前とした後の

グラフの傾きを表にまとめ

させる。

･垂直なグラフをかく操作の

●

仕方を指導する。

2つのグラフの傾きを表に

まとめさせる。

＜個別指導＞

･学習状況を把握する。

・グラフのかき方が分からな

い生徒に対して個別指導

する ◎

・できた生徒には適宜課題を

与える。

･表から傾きに注意するとど

んなことが言えるのか考え

させる。

･できた生徒には適宜課題を

与え，その考えが正しいこ

とを確認させる。

･表から傾きに注目するとど

んなことが言えるのか考え

させる。

・できた生徒には適宜課題を

与え，その考えが正しいこ

とを確認させる。



＜考 察＞

この授業で，図形作成用のソフトを使ってよかったのは，

①平行移動，垂直な線引きが容易なこと

②マウスを使って傾きをなぞらせることにより，傾きの意味を認識させやすいこと

③教育ソフトのように与えられた問題に対して，ただボタンを押して答えるのではなく， 自分

でコンピュータを操作することで，成就感を与えることができること

などがあるが，特に③の点でよかったと思う。また， ここでも主教師と副教師の役割を分けた

が， コンピュータ学習では特に役割を分けた方がよいと感じた。主教師が全体とコンピュータ

を担当し，副教師が個別指導を担当したが， そのように分けることによって， コンピュータの

使い方で終わりがちな授業を数学の内容にもっていくことができた。このソフトを使った授業

の応用として，図形の領域においても使っていきたいと思っている。

5反省点と今後の課題

①全ての生徒にT・Tを経験させてやりたいということから，全学年でT・Tを実施している

が，その分1クラスのT・Tの時間数が少なくなるので十分な効果が得られなかった。今後は

時間割で1学年にT・Tを集中させるなどの対策を検討していきたい。

②現在のT・Tは教師の役割を分けていないのが主流になってきているが，今回のような場合

などは主教師と副教師というように役割を分けた方がよい場合もあり，今後のますますの研究

が必要であると思う。

③T・Tの授業はいうもでもなく複数の教師が行うわけであるが，その打ち合わせの時間を十

分取る必要があると実感した。また，当事者だけでなく，他学年や他教科との連絡，相談を密

に取っていく必要があると感じた。

④特に副教師に他教科の教師が入っている場合，なかなか授業に関われない面が生まれてくる。

前述の授業などでは， コンピュータの得意な教師が入れるが，様々な指導方法，学習形態に応

じて弾力的にT・Tをできるよう，組織の面で今後改善が必要であると感じた。

（那賀川中学校磯部茂仁）

－6－



数学科学習プリント

）2年（ ）組 氏名（

1次の一次関数のグラフをコンピュータを使ってかきなさい。

(1) y=x-2 (2) y=2x-4

(4) y=-÷x+5
3

(3) y=-rx-3

2 1のグラフと平行なグラフをコンピュータを使ってかきなさい。

※「編集」＋「コピー」で平行移動させる。

☆2つの平行なグラフから， その特徴を調べよう。

(1)

(2)

(3)

－7－

式 傾 き 切 片

一

目リ

後

式 傾 き 切 片

一

目リ

後

式 傾 き 切 片

一

別

後



(4)

3次のグラフとその垂直なグラフをかき， その特徴を調べよう。

(7) y-:x+2(5) y=X (6) y=-2x

(1)

(2)

(3)

－8－

式 傾 き 切 片

一

別

後

式 傾 き 切 片

一

HIj

後

式 傾 き 切 片

一

則

後

式 傾 き 切 片

一

別

後



バネの性質を調べよう

1 実践の方法

我が校のティーム・ティーチングの取り組みは，各学年平等に， 1クラス週1回実施している。

1年生は音楽科教諭と数学科教諭1名ずつ， 2年生は理科教諭と数学科教諭1名ずつ， 3年生は

数学科教諭2名によって行われている。週1回という性質上， どうしてもメインとサブの教師が

存在する授業になりがちである。しかし，逆に他教科の先生方の新鮮な， そして斬新な考え方
を積極的に授業に取り入れ，実りのあるティーム・ティーチングとなるよう心がけている。

2授業のねらい

我々の身の回りには，一方の量が増すにつれて，他方の量が一様に変わっていく事柄がたくさ

んある。そしてこれらの事柄を「関数」として考察し，処理する能力を養うことを目的とした

単元であり， この中でも特に重要な一次関数について扱うこととなっている。しかし，実際の

授業では，精選されたデータを扱うことによって，実際の生活とはかけ離れた内容となること

が多くなってしまう。

一次関数を求めるための元となる表にしても，傾きと切片が整数ででてくるものや，いくら難
しい問題でもせいぜい簡単な分数どまりである。ところが現実の一次関数の事象を考えたとき，

ほとんどの場合が傾きや切片に割り切れない小数や，非常に小さい値がでてくる。これらは普

段の授業で習う一次関数とはかけ離れたものとなることが多い。たとえば，一定量の水が入っ

たバケツに一定の割合で水を入れる事象や，新品のろうそくに火をつけたときの時間とろうそ

くの長さの関係などがあげられる。確かに一次関数ではあるが，実験のデータでは，必ずしも

正確な一次関数とはなり得ないことが多い。これは，一般の事象はたくさんの要素を含んでお

り， そのことによって測定値， もしくは結果に微妙なずれが発生することが原因である。これ

は，多くのデータと子どもたちの結果を予想する能力によって解決することができる。また，そ

の他の問題として，生徒たちが「問題さえ解ければよい｡」という考え方に陥ってしまいがちで

ある。その考え方が強くなればなるほど，授業で習った一次関数を， 「一般の事象の中に存在す

る｡」と考えられずに「一般の事象と，授業でする問題とは関係ない｡」といった錯覚にとらわ

れやすい。そこで今回の授業では，一次関数を積極的に一般事象にあてはめてみようとする自

主性と，実験によって得たデータを有効に利用するという柔軟性を養いたい。

導計画

一次関数…………………………･…･………………･2時間

-一次関数のグラフ………………･………･…………4時間

一次関数の式を求めること・…･………………．．…3時間

一次関数を使って．…………………………･………4時間（本時3【測定】’ 4【考察】／4）

問題……………･……･……………･…………………1時間

指
①
②
③
④
⑤

３

－9－



4展 開

※本授業（3／4【測定】）は理科の教諭が中心となって，理科室で行われた。

3／4【測定】

－10－

段階 学習事項 生徒の活動
指 導 形 態

T 1 T 2 指導上の留意点

導入 本時の目的

実験の方法

実験の方法と目的

を理解する。

班ごとに，何gず

つ計測するか考

える ◎

察
言

観
助
説明 ･バネの長さの測り

方に気をつけさ

せる ◎

･バネの扱い方につ

●

いて気をつけさ

せる ◎

おもりの増加幅

を，実験結果を予

想しながら，考え

させる。

● 巳

展開 A, B2種類のバネ

のデータの収集

A, B2種類のバネ

について測定する。

･紙コップに分銅を

いれて，バネの長

さを測る。

・ワークシートの表

を完成する。

･表を見て気がつい

たことを，班で話

し合いワークシー

ﾄに記入する。

察
言

観
助

察
言

観
助

･バネの振動がなく

なってから計測さ

せる ◎

･測定値は，最小メ

モリ10分の1cm

まで測らせる。

整理 A,Bの2種類のバネ

のグラフの作成

A, B2種類のバネ

についてのグラフを

かく ◎

・ワークシートのグ

ラフ用紙に，自分

たちの実験結果に

基づいて， 目盛り

を打つ。

･表のデータをグラ

フに移していく。

oグラフをかいてみ

て気づいたことを

ワークシートに記

入する。

察
言

観
助

明
言

説
助

oグラフ用紙の目盛

りを，自分の測定

結果によってどう

定めればよいのか

を，考えさせる。

･実験のデータは，

必ずしも計算通り

にはならないこと

を注意する。



4／4【考察】
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段階 学習事項 生徒の活動 指導上の留意点

導入 前時の復習 前回行った実験が， どのよ

うな目的で行われたかを思い

出す ◎

･前時に作成した表とグラフ

から一次関数を考察するた

めの時間であることを認識

させる。

展開 表，及びグラフにつ

いての考察 力 、

実験の結果（ワークシート）
壷

わ

する

A,Bのバネの性質を考察

◎

o班になって，表について気

づいたことを話し合い，意

見をまとめる。

o同じくグラフについて気づ

いたことを話し合い，意見

をまとめる。

･黒板に代表者が班の意見を

書く ◎

･各班の意見や， 自分の班の

意見を見て，何か気づくこ

とがないかを考え，発表

する ◎

･実験のデータに，規則性が

ありそうなことに気づか

せる ◎

･実際の実験では，誤差がで

てしまうことを確認させる。

整理 本時のまとめ バネA, Bの性質に気づく。

● 各班，測定方法は同じでは

なくても，結果としてほぼ

同じ結果がでていることを

確認する。

･一次関数への理解があれば，

おもりの重さとバネの長さ

の関係を数式化できること

に気づく。

･数式化すれば，表やグラフ

から読みとれないようなこ

とが読みとれることに気

づく ◎

｡実際に調べた一般事象を，

一次関数の知識によって数

式化し， その性質を容易に

考えられるこ.とに気づか

せる ◎



5考 察

（1）生徒の感想

・実験の時には理科の先生，考えるときには数学の先生だったのでわかりやすかった。

・毎時間きてくれれば， もっとわかりやすいと思った。

・理科の実験ですることが，数学とこんなにつながっているという事がよくわかった。

・数学で考えると，実験結果からは気づかないことも気づくことができた。

・ふつうの授業より，実験が入るので退屈しなかった。

（2） ティーム・ティーチングの実態

我が校のティーム・ティーチングは，各クラス平等になるようにということで， 1週間に各

クラス1時間行われている。そして，今回授業を実施した学年は2学年である。また， 2学年

においては，数学の教師と，理科の教師がティーム・ティーチングでペアを組んでいる。そ

こで，私たちは協力してティーム・ティーチングがよりよい成果を上げられるように，ティー

ム。ティーチングの日は主に，一般事象における数学の利用を取り上げてきた。一般事象を

考えようとするとき，頼りになるのは理科で習った知識や理解であり， その道具的役割を果

たすのが数学である。そういった面において，数学と理科は切っても切れない関係にある。た

とえば理科の2分野においては，地球の自転と星座の位置の関係，太陽の南中高度などは，角

度や球体に関する知識を必要とするし，今回授業で行ったバネと重さの関係も，一次関数と

密接な関連を持っている。

しかし，生徒たちのほとんどは， 「数学は数学，理科は理科｡」と考えている。そのような

面でも， このティーム・ティーチングは有効だと思われる。このような授業を通して，生徒

たちが少しでも数学と理科， またその他の教科との密接な関係について考えてくれればと思

っている。

（3）成果と今後の課題

今回の取り組みにより，生徒たちの中には理科における数学の有用性について気がついたも

のも少なくなかった。また，数学の苦手な子どもたちにとっても，実験もあるせいか，楽し

く取り組めた。また， 自分たちで求めたデータなので， あきらめずに根気よく規則性をみつ

けようとしたりする面も見られた。しかしその反面，逆に頭の中が混乱してしまい，一次関

数が何であるかを見失ってしまった生徒たちもいた。我々教師が， もっと実験の方法や目的

について，生徒たちに十分理解できるように，授業形態の工夫を図らなくてはならないと思う。

（上板中学校松本賢一）
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【バネのグラフ】

バネAとバネBの表を参考にして､ダﾗﾌに表してみよう。
バネの性質を調べよう！

（ ）組 （

2種類のバネについて､実験してバネの性質を鯛べてみよう。

）
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おもりの重さ(9) 0

バネの長さ(c、）

バネの式

おもりの重さ(9) 10

バネの長さ(c、）

バネの式
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課題学習の研究のねらい

課題学習の大きなねらいは，生徒たちに数学を学習することのよさや，楽しさ，成就感などを味

わうようにさせるところにある。したがって，課題学習の成否は， まさしく課題の選択によると

ころが大きいのである。

課題のみたす条件としては，次のとおりである。

①生徒一人一人が意欲的な追求ができること

②生徒一人一人が答えに到達して成就感を味わえること

③解決の過程において，多様な数学的な見方や考え方ができること

④課題の解決を通して，更に発展や一般化が可能であること

課題学習の特徴は，課題に取り組む姿勢の自由さにある。数学の苦手な生徒にとっても，個々の

力に応じて，問題を「見つけた」という実感をもち， 「できた」という成就感を味わうことができ，

｢わかった」という気持ちになることが基本になる。それらの質を問題にするよりも取り組みの姿

勢や自分なりの解決が得られることに意義をおくことが大切である。そして，能力に応じて，

①問題を更に発展させてみる

②物事を一般化したり，総合的にとらえることを心がける

ことなどを課することがあってもよいだろう。

また，学習の仕方を， クラスメートなどから学びとる面も数多くある。物事を固定的に考えず生

徒の実態を見て工夫を重ねていかなければならない。多様な見方や考え方は， これからの社会で，

あらゆる場面で求められる。ところが， 自分の見方を変えて，他の面から見直しをすることはそ

う容易なことではない。この面を友人の見方や考え方の中に発見したり，指摘を受けたりするこ

とによって学習する意義は大きいと思われる。このためには，個別学習やグループ学習に並行し

て発表する機会を設け，仲間どうしの学習法の交換が積極的に行えるようにしていかなければな

らない。

そう考えると，課題学習の評価は，学習に取り組む姿勢を重視することが大切である。正解に至

らなくても考え方に何らかの工夫やアイデアがあれば高く評価するなど，生徒の反応や取り組む

姿勢を従来の評価の仕方に加算していく方法なども考えられる。

とにかく，実践をして，それを改良していくことが大切である。皆さんの研究にこの実践が少し

でも参考になれば幸いである。
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図形の問題を作ってみよう （3年）

1 授業のねらい

数学の学習では，あらかじめ与えられた問題を解くことが多い。しかし，生徒が自分で問題を

作成するような学習をさせることは，学習内容に対する問題意識を深めたり，学習内容につい

て一層広い理解を図ったりする上で， きわめて有意義である。また，生徒の探求心を育て創造

性を培うことにもなると思う。そして，図形の学習がすべて終わった段階であるので，図形の

総合学習としても，位置付けることができる。

生徒の中には数学，特に図形が苦手な生徒が多いが，すべての生徒が自由な発想で，主体的に

問題作りに取り組めることをねらいとした。

指導計画'

図形の計量学習後

（1）図形の問題を作ってみよう……………………･…･………･･……･……1時間（本時）

（2）作った問題を解いてみよう……………･…………･……………………･1時間

開3展

’ I ’
杷栃 ●

－17－
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学習内容と学習活動 指導上の留意点

問図のように，線分AB上にCをとる。AC,BCをそれぞれ一辺とする正三角形ACD,正

三角形CBEを同じ側につくる。AEとCDの交点をF,AEとBDの交点をG, BDとCE

の交点をHとする。AC
一
一 12cm, BC=6cmのとき，次の問いに答えなさい。

，

A C B



4授業の実際

問題を自分でつくるということで，最初は戸惑う生徒もいたが，意欲的に取り組む生徒もたく

さんいた。数学の苦手な生徒には，やはり難しかったようなので机間巡視で個別に指導にあ

たった。

（生徒の作った問題）

。△ACDの高さを求めなさい。

。 △ACDの面積を求めなさい。

。 △ACDと△CBEの面積比を最も簡単な整数の比で表しなさい。

。 △ABDと△CBHの面積比を最も簡単な整数の比で表しなさい。

。 △AFDと△EFCの面積比を最も簡単な整数の比で表しなさい。

。 △ADFcoAECFを証明しなさい。

o BH:HDを最も簡単な整数の比で表しなさい。

o BH:HGを最も簡単な整数の比で表しなさい。

o CFの長さを求めなさい。

。△CEFの面積を求めなさい。

o EHの長さを求めなさい。

。 とAGDの大きさを求めよ。

o AABEcOABGEを証明しなさい。

－18－

学習内容と学習活動 指導上の留意点

課題

図を使って問題を作ってみよう



o AGHEc'oACHBを証明しなさい。

o CF=CHを証明しなさい。

o AEの長さを求めなさい。

。 DGの長さを求めなさい。

o AF:FGを最も簡単な整数の比で表しなさい。

o AACFと相似な三角形はどれか，答えなさい。

・ 四角形CHGFの面積は△ABDの面積の何倍か求めなさい。

5考 察

課題学習として「問題作り」をやってみたが，実際にやってみて，反省することがたくさんあ

った。

まず，問題を作るということは，かなり高度なことであるということを実感した。特に，図形

の領域の内容だったので， とつつきにくかったかもしれない。できるだけたくさんの問題が作

れるようにと思って，プリントのような図形を使ったが，他にもっと適切な図形があったかも

しれない。

また，今までに問題を作らせるということは試みたことがなかったので，戸惑ってどうしてよ

いか分からない生徒もいた。この課題学習をする前に， もう少し簡単な，生徒にとって作りや

すい課題でやっておくべきだったと反省している。例えば次のような課題が考えられる。

①方程式の問題を作ってみよう。

（そのまま作らせてもいいし,DX+D=DXに数字を代入させて作らせてもよい）

②連立方程式の文章問題を作ってみよう。

（・数値だけを変えて作らせる ・問題そのものを作らせる）

③2点を通る直線の式の問題を作ってみよう。

例2点（ ， ） （ ， ）を通る直線の式を求めなさい。

※ （ ， ） （ ， ）に適当な数字をいれて問題を作ってみよう。

④立方体の切断の問題を作ってみよう。

N ･
例立方体ABCD-EFGHがある。 D ｣y r、C

M Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

〆
Ｔ
し

ADの中点をM,ABの中点をL, CDの

中点をN,AEの中点をP,EFの中点を A

Qとする。

3点（ ） （ ） （ ）を通る平面
P

で切ったときの，切り口の図形の名前を

答えなさい。

※（ ） （ ） （ ）に適当な記号を
E
Q F

入れて問題を作ってみよう。

B

ｌｌｌｌｌｌ

一

一

一

一

一

一

－Ｈ
上ＩＩＩＩ

■■■ｰ

〆

〆

〆
＝

〆

〆

〆
〆

〆

〆

ーーーー一ー■■■ ■■■ー■■■一

G
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しかし，生徒の中には意欲的に取り組み，問題の質は別として， 15問くらい作った生徒

もいたし， そのまま何かのテスト問題にでも出題できそうななかなかおもしろい問題もあ

った。

次時では，生徒が作った問題の中からいくつか選んで，プリントを配布し， 自分たちの作

った問題を自分たちで解くという時間を設定した。問題の中には，難しい問題もあったが，

全体的に意欲的に取り組めていたように思う。

学習ブ リ ン 卜

課題学習プリント

～問題を作ってみよう～

3年（ ）組（ ）

問下の図のように，線分AB上にCをとる。AC, BCをそれぞれ一辺とする正三角形ACD,

正三角形CBEを同じ側につくる。AEとCDの交点をF,AEとBDの交点をG, BDとCE

の交点をHとする。

AC=12cm, BC=6cmのとき，次の問題に答えなさい。

，

A C B

(1)AACE三△DCBを証明しなさい。

(2) DF:FCを最も簡単な整数の比で表しなさい。

課題 (3)以降は自分で問題をつくってみよう。

問題をつくるヒント

合同や相似の証明，長さを求める問題，角度を求める問題，線分の

比を求める問題，面積を求める問題など

(3)

[参考文献］

｢指導書中学2年第2部詳説」（啓林館）

(八万中学校徳永啓牟）
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私のメ ッセージ

1 授業のねらい

生徒たちは， 目的のある体験的な学習には積極的に取り組むものである。そこで，一次関数の

学習を終えてグラフをかくこと自体に抵抗がなくなっている生徒たちへ，関数の発展としての

課題学習として『変域のあるグラフをかく』ことを必然的にしなければならないような場を与

え，連続的に追求させたい。さらに， 「やってみよう。よしかいてみよう｡」と追求意欲をかき

立て，課題設定をさせアイデアと創造性を発揮しながら，楽しく意欲的な追求をすることで関

数の発展的な学習をさせたい。

平面図形や空間図形を関数を用いて表現できるということについては，生徒たちはコンピュー

ター・グラフィックなどをみたことがあるので興味を示すだろう。また，実際に図形をかいて

その図形を他のものへメッセージとして伝えるために，変域のあるグラフをかくことに意欲を

持ち，誰もが意欲的にかかわり，楽しんで学習を進め成就感や満足感を味わうことができるの

ではないかと思われる。

従って，本課題学習では，変域のある関数によって平面図形を構成できることを発見したり，

点を結んでできる図形を関数を用いて表現できることに気づき，関数に対する親しみと数学に

対する関心・意欲を高めたり，関数を使って実際に図形（絵）をかくことによって，図形を関

数的な見方をしていく能力・態度を育てる。さらに，既習の関数以外にも考えを発展させてい

こうとする態度を育てる。

指導計画

一次関数学習後

課頴学習「私のメッセージ｣…･…………･……………･……………･…･…………2時間

変域のあるグラフを利用し絵がかけることを知るとともに，●

それを利用して自分のメッセージを作る…………………………………1／2時間

友達のメッセージを解読する…･…………………．．………･……………2／2時間●

2

－21－



3展 開

く第1時＞

口
,~くいゐのl

の物を家耐

の品物で，

Dでお』よ

Z (C

4 （6

2 (C

3 （8

14 (C

D （4

14 （C

D （4
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学習内容と学習活動 指導上の留意点

o課題を聞き，追求の方向を理解する。

○

･問題を理解する。

・個々にグラフをかき，品物が何であるかを確

かめる ◎

『魚』であることを全体で確かめる。

o変域のあるグラフを利用すると絵などがかける

ことを知る。

2追求課題を把握する。

『変域のある式を作って図形をかいてみよ
壱

つ 。 』

。伝えたい図形などを先にかいて式を求めて，

さらに楽しい言葉を添えよう

｡図を書き式を求める。

○ メッセージ表かく ◎

･かいたメッセージを発表する。

◎

｡生徒にはワークシートを配る。

o生徒がかき終わった時点で変域等確

かめながらグラフ黒板に掲示する。

･感想を発表させる。

● かいてみたいという意欲が見えたと

ころで学習課題を設定する。

oグループ活動とし，手順等を確かに

する ◎

･式がわからないところは書き込んで

おいてもよいとする。

･一部を発表させる。



<第2時＞

＜生徒の反応＞

■■■■■■

■■■■■■ ■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■ーー ■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■I － － －－
■■■■■■■■■■■■■■■■－
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
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学習内容と学習活動 指導 卜の留意点

1 各グループのかいた手紙を知る。

｡印刷したい手紙を見，追求してみたいものを決

定する。 （2から3個）

。取り組みやすいものから始める。

o個人追求をする。

。出来上がったものは，作成者にみせる。

2出来上がったものを発表し合う。

oそれぞれのよさを認め合う。

3学習のまとめをする。

･印刷して配布する。

･部分的にかき込んであるワークシー

卜も印刷して配布する。

oつまずいている生徒には，個人指導

する 。

。出来上がったら作成者に確認しても

らうようにする。

･学習してよかったこと，わかつたこ

となどをまとめさせる。

･新たに追求してみたくなったことに

ついては，やってみるように指示

する ◎

。～父より～おまえが二十歳になったら，お祝いにこれをやろう。 （解答）

ox=3(3≦y≦6) 。x=5(2≦y≦6)

･x=17(2≦y≦6) 。x=23(2≦y≦6)

ox=7(3≦y≦5) 。x=9(3≦y≦5)

ｊ
ｊ
３
２
１
１

三
一
三
一

ｙ
ｙ

二
一
三
一

６
８
く
く
５
１
１
２

一
一
一
一

Ｘ
Ｘ
●
●ｊ

ｊ
２
５
１

三
一
三
一

ｙ
ｙ

二
三
一

３
８
く
く
１
６
２
１

一
一
一
一

Ｘ
Ｘ
●
●

oy=2(17≦x≦23) 。y=3(3≦x≦5)

● y=3(23≦x≦25) 。y=6(5≦x≦11)

15

10

5

0 5 10 15 20 25

oy=8(7≦x≦14) oy=8(16≦x≦21) 。y=12(11≦x≦14)

ｊ
ｊ
７

３
７
２

２
１
１

三
一
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Ｘ
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ｙ

二
二
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７
１
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１
１
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く
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４

６
３
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－
－
一
一
一
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ｙ
ｙ
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●
●
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』
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／
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一
一
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●
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三
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乙
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三
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Ｑ
Ｕ
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◎我が国は，初めて原子爆弾を落とされた

国です。

以下省略
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i I‐l l l l l l I I I I

◎動物園に，今度見に行

こう。

◎3丁目の角であ

るものを拾いま

した。

・
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

◎次の，プラモデルを

1日で作りなさい。◎僕のイニシャル

は？

◎Aさんが，森で迷っていると1枚の
◎ある昆虫をつかまえま

した。
暗号を書いた紙

が落ちていた。

この暗号を解け

ば森からぬけら

れる。

◎これを作りたくなっ

たので材料を買いに

行ってきます。

◎花束を作りたいので

次のものを5本買っ

てきてください。

＜生徒の感想＞

。すごいなあ－と思った1 グラフで絵がかけることを初めて知った。

･式で， こんなおもしろい図形ができたので， もっとちがう式でチャレンジしてみたい。

。絵を考えるのが楽しかった。もっとむつかしいものもやってみたい。

･式をさがしてかくのは，至難の業でとても難しかったが， またしたい。

・一次関数は苦手だったけど，少し興味がでてきた。曲線も作れるのでは。

・自分で問題を作ったり，友達の解いたりするのは楽しくて， いつもの数学の授業より楽しか

った。

4考 察

変域つきの式で絵がかけることにほとんどの生徒が興味を示していた。また，身の回りをさが

すなど，図形をグラフ化しようとする姿勢も見られた。最初，式を作るのや変域つきのグラフ

をかくのにとまどっていた生徒も，要領よくできるようになった。いつもよりなごやかに楽し

く取り組めたと思う。

（南部中学校中橋直子）
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自家製スピードガン(3年）

1 授業のねらい

下の問題は，啓林館「3年数学」 （平成5年度版)P67の8番で，二次方程式の応用問題とし

て登場している。これを授業で扱う場合，今までは, (1)ならh=50, (2)ならh=0を，与えら

れた式にあてはめて二次方程式を解き，単にtの値を求めるだけに終わっていた。生徒は，その

式の意味もよくわからないまま，問題を機械的に処理してしまう。その指導に自分自身抵抗感

があった。

そこで，生徒にもっと興味深くこの問題に取り組んでもらおうと思い， この授業を計画した。

初速度をaとすると，公式はh=at-5t2だから，真上にものを投げ上げてから， もとの位置に

戻ってくる時間を測定すれば, aの値が測定できる。 （自家製スピードガン）

これを利用して，生徒たちにいろいろな課題を自主的に考えさせ，意欲的に取り組ませたい。

8速さ35m/秒で，物を真上に投げ上げるとき，はじ

めからt秒後の高さをhmとすると，およそ，

h=35t-5tg

の関係が成り立つという。

（1）高さが50mになるのは，はじめから何秒後か。

（2） もとの位置に物体がもどってくるのは何秒後か。

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

50m

指導計画ク

ニ次方程式の単元終了後，

①自家製スピードガンの意味を説明し，教師の与えた課題に取り組む｡．………･…1時間
G

②自分たちで課題を見つけ， その課題に取り組む。……･………………･……･………1時間

開3展

（第1時）
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学習内容と学習活動 指導上の留意点

1 P67．8の問題で，初速度がaのとき

h=at－5tg

となることを知る。

， 公式は ･初速度の異なるいくつかの問題例から

判断させる。



(第2時）
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学習内容と学習活動 指導上の留意点

2物を真上に投げ上げてから戻ってくる時間を測れ

ば，初速度が求められることを知る。

3課題を確認する。

・グループ（3人1組）に分かれ，実験の手順を理

解する。

4校庭でグループごとに活動する。

(投げる。測定・記録を順に）

5教室に戻り，結果の確認をする。

6次の時間に向け， 自分たちで課題を見つける。

I

‘

● 公式からa=5tの式を導き， さらに

時速の求め方も確認させる。

･スムーズに実験できるよう的確に指示

する ◎

･それぞれ3回ずつ投げ，最高記録を

使う ◎

･用意した相関表にまとめ，結果を考察

する ◎

｡各グループの課題を把握する。

･次の時間，自主的に取り組めるようし

つかり手順を考えさせておく。

野球のボールとテニスボールの2種類のボールを使って， 自分が投げたボールのス

ビードを測定してみよう。その後，全員の結果を相関表に表して，相関関係を調べて

みよう ◎

学習内容と学習活動 指導上の留意点

1 グループごとに活動する。

2グループごとに結果をまとめ，考察する。

･各グループの結果をまとめ，後でそれ

をクラス全体に知らせる。



授業の実際

・ 初めての授業で， 時間的にゆとりがなかった。

（最初の説明10分，移動実験25分，集計10分，考察5分）

説明：後の時間を意識してかなりの速さで行ったため，生徒にはわかりづらかった。

移動実験：事前にこちらでグループ分けをしてあったのでスムーズに行えた。実験方法は生

徒にはわかりやすかったようで，特に指示することもなく自主的に活動できた。

3
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集計：秒速や時速の計算に思った以上に手間がかかり， また，後で確認すると，計算のミス

もあった。電卓を使えばよかった。
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10 釦 調 切 詑

野球のボール

釦 ．、 釦 卯

km／時

考察：相関表を見て出てきた意見は，下のようなものであった。

・比例している。

・ボールの種類は変わっても， スピードにそれほど違いは見られない。

・野球のボールはかなり速いスピードが出せるが， テニスボールは時速60kmぐらい

からは， スピードが出なくなるようだ。
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4生徒の感想

。 ちょっと寒かったけど（笑い）楽しかったです。あんなに簡単に時速なんかが測れるとは思

いませんでした。機械がなくても測れるなんてすごい。

・ いつもと違う授業の進め方だったので楽しく授業ができました。

・最初は，難しそうだなと思っていたけど，実験をして，計算をして，ボールの速さを求める

うちに，数学とは思えないくらい楽しかった。ボールの速さを求めるなんて機械でしかできな

いと思っていたのに，ストップウオッチで速さを求めることができると知って，すごくびっく

りしました。自分で投げたボールの速さを求めることができてうれしかった。またいろいろな

ボールで速さを測ってみたいと思った。

o そんなに深く考えたこともなかったけど，今日の授業で新しいことを知って， 自分たちでや

ってみて， とても楽しかったです。これからもこんな授業が時々あったらもっと授業が楽しく

なると思います。

5授業を終えて

初めてということで，先がまったく見えないなかでの授業だったが，なごやかなムードのなか

で1時間を終えることができた。数学が苦手で授業中いつもぼんやりしている生徒が，友達と一

緒にグラウンドでいきいきと活動し,あとの記録の集計にも熱心に取り組む姿を見ていると， こ

ういう時間をもっと我々が作り出していくことの必要性を認識させられた。

今回は， （第1時）だけの授業しか実施できなかったが，生徒の感想を見ると， もっといろい

ろな種類のボールを投げてみたいとか，右手と左手の違いを確かめてみたいとかいう声もあり，

今後改良を加えながら， より良い授業を作り上げていきたいと思う。

（加茂名中学校富永智也）
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自分が投げたポールの速さを測ろう

一インスタント・スピードガンー

例イ例ア
8速さ35m/秒重，物を真上に投げ上げ

るとき，はじめからt秒後の高さをhmと

すると，およそ，

h=35t-5t2

1
の関係が成り立つという。

（1）高さが50mになるの

は，はじめから何秒後か。

（2） もとの位置に物体がも

どってくるのはｲ可秒後か。

(落体に関する問題）

8毎秒20mの速さ石，物を真上に投げる

とき，初めからt秒後の高さをhmとする

と，およそ，

h=20t-5t2

の関係が成り立つ。

高さが15mになるのは，初めから何秒

後かを求めようと思う。

例ウ
◎次の問いに答えなさい。

(1) ボールを地上から秒速30mで真上に投げ上げると， x秒後の高さは，

であるという。

①投げ上げてから2秒後のボールの高さを求めなさい。

およそ30x-5X2 (m)
一

上の問題からわかることは･・

速さam/秒で，物を真上に投げ上げるとき，はじめからt秒後の高さをhmと

すると，およそ，

h=at-5t2

の関係が成り立つ。

＊この関係を使えば，

ものを真上に投げてから戻ってくる時間を測る事で，物を投げたときの初速度を求めるこ

とができる。
一

<具体例＞

・もとの位置に戻ってくるのに7秒かかった

とすると，

h=0, t=7と考え，

0=a×7－5×7z

計算して, a=35

初速度は, 35m/秒

＜文字式で＞

・もとの位置に戻ってくるのにA秒かかった

とすると，

h=0, t=Aと考え，

0=a×A－5×A2

aについて解くと，

a=5×A

だから，初速度は5×Am/秒

[確認］秒速を時速になおすには？
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(今日の課題）

野球のボールとテニスボールの2種類のボールを使って， 自分の投げたスピードを測定しよ

う。その後全員の結果を相関表に表し，相関関係を調べてみよう。

実験方法

1 3人1組で，

1人が真上に投げ， 1人がストップウォッチで測り， 1人が記録

（:譜譲芦野具建言鶏難する｡）

2教室に戻り，記録を整理して，集計表に記録する。

■■■●－①ー◆－●ー●ー･ー●－，－･ー申一●－●1■■■■一●ー●ー●ー●－●ー色一●ー●ー●一●1■■■■■■■■■一●1■■■●ー｡ー●ー■一■■■■｡ー■ー守一■■■■｡ー●1■■■申一●d■■■■ー争一●ー●■■■争一●一・一●ｰ●ー｡‘■■■争q■■

記 録 表

野球のボール

戻ってきた時間 秒速 時速

司
秒
司
秒［

旬
州
旬
州
司
”

［

「

1回目

km/秒

2回目

km/秒

3回目 旬
秒 km/秒

テニスボール

－

戻ってきた時間 秒速 時速

司
秒
司
秒
旬
秒

二

円

1回目 旬

m/秒 km/秒

2回目 旬

m/秒 km/秒

3回目 ③

m/秒 km/秒
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めざせ！ タイル・デザイナー（2年）

1 授業のねらい

学年が進むにつれ，生徒は「数学は理論的なもので， ノートの上だけのこと」という感が強く

なってくる。そこで，できるだけ日常生活の中にある数学的な事象を題材として取り上げ，生

徒に数学のよさや楽しさを味わわせたいと考えている。授業ではタイルという身近な題材によ

り，生徒が自発的に課題に取り組み，操作活動をしながら図形に対する見方や考え方を深めて

いくことをねらいとした。

2指導計画

図形の調べ方（三角形の角）学習後「めざせ！

（1）正多角形（7種類：正三，正四，正五，正六，

の組合せを考える…･……･…･……･･･…………･…

（2）正多角形でタイル模様のデザインを考える”

タイル・デザイナー」…･………･…4時間

正八，正十，正十二角形）

……･…･………………………………2時間

………………………………･…･……2時間

開3展

（第1， 2時）

－31－

学習内容と学習活動 指導上の留意点

1課題を把握する。

2各自で，正多角形の組合せを考える。

3できた組合せにタイトルをつけ,発表する。

(プリント②）

･問題を提示したプリント①を配布し，課題を

確認させる。

。組合せのルール「1つの頂点に集まる正多角

形の内角の和が360。になる」を気づかせる。

･例を示して問題の意味を十分につかませる。

･まわりの友達と相談させ，できるだけ多く

(全12パターン）見つけさせる。

・自由な発想を生かさせる。

正多角形のタイルで平面をしきつめよう



(第3， 4時）

指導上の留意点学習内容と学習活動

1 正多角形でタイル模様のデザインを考

える。

・デザインしやすい正多角形の組合せを使っ

て， 自由にデザインさせる。

2できた作品を掲示して発表する。 ･達成感を味わわせるとともに，友達の作品を

鑑賞させる。

○生徒の反応

（第1, 2時）

今回は，生徒がいろいろな組合せを考えられることを重点目標とし，最初から7種類の正多

角形を指定した。生徒に授業前，色画用紙でつくった7種類の正多角形を用意させ， それらを

使って正多角形の組合せを考えさせた。生徒の考え方は大きく分けて2通りで，適当に2つの

正多角形を組合せ，残りの内角の大きさにあてはまる図形を見つける方法と正多角形の1つの

内角の大きさに注目して計算で見つける方法である。

二動

蕊謬
灘

蝋

淫
鐸

蝿34｡鰯驚

(学習活動2） (学習活動2）

できた組合せ全12パターン（プリント②参照）にタイトルをつけているとき， 「これ何か

に見える？」「逆から見れば？」や「同じ正多角形を使っても，組合せ方によって違った図形

になる」など楽しみながら図形に対する見方や考え方が深まっているようであった。

(学習活動3） (学習活動3）
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(第3， 4時）

すべての生徒がデザインできることを目標とし，作図はデザインに使う正多角形をかたどる

方法にした。生徒の中には， デザインするとき，先につくりたい模様を考える子とできあが

った模様に後からタイトルをつける子がいた。また， デザインしていくうちに，使いたい正

多角形から使いやすい（組合せしやすい）正多角形でタイル模様をつくったほうがよいこと

に気づいた。そして，できあがった図に色つけし，完成した作品を学校掲示した。

ダ
-イ
グ､ル
イ

＃
i

汁
ノ

イル，
ソ

句

産

母

＄

(学習活動2）(学習活動1 ）

○生徒の作品

ﾉ、 チ

ウルトラマン

フクロウ

サッカーひまわり
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○学習プリント①

めざせ！ タイル・デザイナー ）氏名く

1． 正多角形の内角の大きさ

2正多角形の組合せ

壷ルール

－34－

工E多角ヲ壱oつターrノレーでヱ匡産面をL一き－つさわ』二 う

正多角形 正三角形 正四角形 正五角形 正六角形 正八角形 正十角形 正十二角形

内角の和 180 360 540 720 1080 1440 1800

1つの内角 60 90 108 120 135 144 150

1つの頂点に集まる正多角形の内角の和が（ ツ60． ）になる。

タイ ト ル 正三角形 正四角形 正五角形 正六角形 正八角形， ~正十角形 正十二角形

① 琴のだ ユ

②
まぼろし ヨ

③ ﾑ擶弍rU 1 2
④ I ぽ心 2 1

⑤ 7鈴7我 ／ 2

⑥
ノ 、 星 3 Z
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○学習プリント②

刀E多角刑夛の糸且一合--せデ 〈12ノ､ミターニノ〕

③②①

ごL’

正四角形（4）
正四角形（1）

正八角形（2）
正六角形（3）

⑥⑤④

"n
正三角形（3）

正四角形（2）
正三角形（1）

正十二角形（2）
ｊ
ｊ
２
１
く
く
形
形
角
角
五
十
正
正

⑨⑧⑦

通う黍
正四角形（1）

正六角形(I)

正十二角形（1）

正三角形（2）

正四角形（1）

正十二角形（1）

正三角形（6）

⑫⑪⑩

<X〉
正三角形（4）

正六角形（1）

正三角形（2）

正六角形（2）

(1)

(2)

(1)

正三角形

正四角形

正六角形
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○生徒の感想

・普段よく目にするタイルは，正方形だけのタイルがほとんどだが， もっと他の形のものを

作ったらおもしろいのにと思った。

・正三角形や正方形は小学校のころから知っていたけど，正五角形から正十二角形までの多

角形はあまり使ったことがなかったので，性質を調べたりするのに苦労しました。また，デ

ザインしているとき， 自分が思ってもいなかった形ができたのがおもしろかったです。

・僕は， はじめに「タイル・デザイナー」と書いてあるプリントをみてなにをするのだろう

とおもいました。そして，サッカーボールをつくるとき， どうやったらできるかなと考え

ながらやったのが楽しかったです。

・360度になるようにきちんと組合せていくのがすごく頭を使いました。デザインはどうし

たらかわいいのができるのか考えながらしていたら，かわいいのができたのでうれしかっ

たです。

・私はタイルはりをするとき， はじめあまり楽しそうでないと思っていました。でも，組合

せをいろいろ考えているうちにだんだんとおもしろくなってきました。デザインするのは

楽しく， また，友達の作品を見るのがおもしろかったです。

4考 察

年間カリキュラムでは，どの学年とも，数式領域が先で図形領域が後にくる。そこで，数式を

ていねいにしていくと後半は時間不足で，図形は速いスピードで指導することになり，結果的

に知識技能のおしつけのような授業展開になってしまう。そのため，生徒は図形がわからなく

なり， ひいては「図形がきらい」「数学がきらい」ということになりがちである。

その反省に立つと，図形は本来もっと楽しい題材であり，発見も多いはずである。コンパスや

定規を使い，試行錯誤を繰り返しながら自由な発想がなされ， その中で，帰納・推測・演鐸と

いった数学の基本的な概念や考え方が自然のうちに使われ，定着されていかなければならない。

そういった意味では，生徒自らがまず図形をかけることが重要であり， これによって図形の性

質を見抜く力が定着していくと考える。

あらためて，授業において操作活動を取り入れることが，生徒を主体的に生き生きと活動させ，

数学力をつけていく上で重要であることを実感し， その工夫を考えていきたい。

（伊島中学校粟田恭史）
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いろいろな図形を並べて問題をつくろう ！

1 授業のねらい

自分たちが選んだ図形を並べるという作業を通して，いろいろな関数について，その特徴を調

べる能力を伸ばし，問題解決に利用できるようにする。また， いろいろな事象を関数的にとら

えられる能力を養う。そのために，

（1）関数を表や式で表すことができるようにする。

（2）条件を変えた問題の中から一般性を見いだすことによって，数学的な考え方や見方を養う。

（3） 自分たちが考えた事象から関数を取り出すことにより，課題学習への興味・関心を高める。

指導計画ク

「段数が増えると変化するものは？」……1時間

「いろいろな図形を並べて問題を作ろう｡｣…………………･………･…………1時間（本時）

開3展
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学習内容
指導上の留意点

M T S T
評価の観点

1 本時の学習課題を

把握する。

2図形を使って問題

を作り，関係を表や

式に表すことができ

るか考える。

･本時の学習目標を

知らせる。

・いろいろな方法で

考えさせる。

・産のように考えて

いるか把握する。

･何をx, yとおいて

いるかを明確にさ

せる ◎

･理解不十分な生徒

を援助する。

･既習事項が理解で

きているか。

･問題が見つけられ

ないグループに対

してアドバイスを

していく ◎

･課題が把握できてい

るか。

･積極的に取り組めて

●

いるか。

協力しあえてい

るか。

･ねばり強く解決しよ

うとしているか。

図形を使った問題をつくってみよう。また

や式に表してみよう。

， できた問題を表



指導上の留意点
学習内容 評価の観点

S TM T

･関数の意味につい

て詳しく説明する。

･式の求め方を確認

する。

・発表を援助する。3 グループごとに発

表する。

・解決した成就感を味

わえたか。

･評価表を配布する。4 自己訶柵表をかく。

4生徒の反応

○実践例
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